
 151

第７章 

対応関係におけるグループ化とその連結 
 

 

                                                            野田容助 
 
  はじめに 

 

体系の異なる分類どうしを結び付けるには両者の対応関係を明らかにした

対応関係コード表が必要であり、対応関係コード表を使用する場合には2つの

分類がどのような対応関係にあるかを検討することが重要な問題になる。対応

関係コード表の中で分類の核になる閉じた対応関係にある分類コードの集ま

りを「グループ」ということにする。グループは佐藤のFundamental Concept 

of Social/Regional Summary Data and Inference in Their Database およびその

要約である「要約データの基礎概念とデータベース内での推論－世界貿易統計

データベースを例として－」によれば、2つの分類から「共通に導出可能な最

も詳細な分類（FCD:Finest Common Derivative）」に対応する分類である。す

なわち、対応関係に少なくとも1つの共通した結合があればつないでいき、結

合が無くなったところまでの構成要素でグループを決めるという方法で得ら

れた対応関係の集まりである。 

形式的にグループを作るとグループに属する分類コードの共通性が問題に

なるが、この点については野田・山本の「体系の異なる分類の対応関係と変換

－グループ化および切断による商品分類の変換の試み－」による「切断」とい

う方法でサブグループを作り、共通した特性を持たせるような方法がある。ま

た、2つの分類体系のグループ化を拡張した複数の分類体系における対応関係

の連結としては野田の「商品分類の改訂に伴う対応関係の連結」があり、この

連結プロセスを貿易統計における商品分類体系の改訂に応用してより具体的

な形で例示している。 

本章は佐藤のFCD（Finest Common Derivatives）を基本としたグループ化の

考え方、野田の対応関係の連結の方法を拡張して、複数存在する対応関係に対
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しても対応関係を連結する考えとその方法を示すことを目的とする。また、P

L/Iプログラムで作成されたグループ化のためのプログラムのclcvp6_p.pli、切

断により得られるサブグループ化のためのプログラムclcvp7_p.pli、対応関係を

連結するプログラムclcvp9.pliの解説とその使い方について紹介する。clcvp9.pl

iは複数ある対応関係を連結するより一般化されたプログラムであり、clcvp6.p

liと組み合せることにより効果的な連結が可能となる。 

 

 １．グループ化および切断によるサブグループ化 
 

一般に分類はカテゴリーと呼ばれる抽象的な個別主体を要素とする集合で

表すことができ、2つの分類間のカテゴリーの対応関係はこれらの分類間のカ

テゴリーを結びつける関数によって表された分類規則で表すことができる。こ

のような分類規則によって定まる分類間の対応関係についての考え方は基本

的には前述した佐藤によるデータの記述対象の分類方法に関するデータの導

出およびデータ間の比較にもとづいている。 

本章では分類間の対応関係のグループ化にあたっては佐藤のFCDの考え方

をもとした野田・山本のグループ化の方法を採用する。 

 

 １.１ 対応関係のグループ化 

 

 佐藤によればデータベース内に分類階層が用意されており、その中に対応す

る分類AとBが定義されているとするとき、この両分類から共通に導出可能な

最も詳細な分類（FCD）を機械的に求めるメカニズムを考えることができる（注

１）。分類Ｘ,A,B,Gが同一分類階層内に存在するとして類別関数fa、fb、pを、

AXf a →: , BXfb →: , GXp →: とする（注２）。分類Xを基準とした分類A

とBの対応関係は、 NiXxi L1, =∈ に対して、 Nixfxf ibia L1)}(),({ = とし

て求められたものの中から重複しているものを取り除いて得られる。また、分

類Xを基準としたAとBの対応関係としてk回目の閉じた関係をR k(x)とする。佐

藤は分類規準をAとしているが、本章では対応関係の連結を目的にしているの

で佐藤のメカニズムを変形して規準をXとおく。 

 (1)              L1,)()()( 11 =∈= −− kXxxffffxR k
aabb

k  
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この関係が )()(1 xRxR kk =+ となるとき、 )(xR k をAとBの（収斂した）閉じた

関係といいR*(x)で表し、 ∞→= −− kasxffffxR k
aabb )()()(* 11 とする。なお、x

のカテゴリーの数をnとするとき、R*(x)はたかだかnで収斂する。さらに、分

類Xを規準としているので、XをR*によりm個に分割した分類を */ RX と表す。

すなわち、 XxR i ∈)(* , mi L1= とするとき、 )(,)(*)(* jixRxR ji ≠φ=∩ に

対して、 
)(*)(**/ 1 mxRxRRX ∪∪= L  

である。このとき、分類Gに対して、 

 (2)                   miGgxR i
p

i L1,)(* =∈⎯→⎯  

とすることができれば、言い換えれば、 }|)({*/ 1 GggpRX ∈= − であるなら、

分類の規準をXとしたとき、GはAとBのFCDであり、 

 (3)                     GXBAFCD p⎯→⎯):,(  

と表わすことにする（注３）。簡単のためにpを省略してFCD(A,B:X)→Gとする。

この関係を利用することにより互いに体型の異なった分類をもつ2つの要約デ

ータAとBを比較可能な同じ分類をもつGに変換して結合することができる。本

章ではこのようにして得られた分類Gをグループと呼ぶことにする。 

例として、次のような2つの分類AとBがあり、その対応関係は表1のようで

あるとする。これに、分類Xの最初の要素であるx1から合成された類別関数の

（1）式を使用して繰り返し計算をする。繰り返しが1回目の結果は次の通りで

ある（注４）。 

)'(

)'()'(

3211

112111
1

1

xxxb

bbxxax

b

baa

f

fff

⎯⎯ →⎯⇒

⎯→⎯⎯⎯ →⎯⎯→⎯
−

−

 

ここで、⇒は重複する要素があるとき、その中の1つの要素のみを残して他を

取り除き、要素間にダブリがないように並び変える演算を表す。これを式で表

わして、 )()()'( 11
11

321 xRxffffxxx aabb == −− となる。1回目の関係については分

類Xのx 1から始まってもう一度分類Xに戻ったときには異なった結果

)'( 321 xxx を得たことになる。 11
0 )( xxR = とすれば、 )()( 1

0
1

1 xRxR ≠ であり、

この関係は閉じた状態にはなっていない。 )'( 321 xxx に対して（1）式を利用 
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表１ 分類Xを基準とした分類Aと分類Bの対応関係 
 
    分類 A ⎯⎯← af  分類 X ⎯→⎯ bf  分類 B 
      1a     1x    

    2x       1b  

    3x    

      2a     4x       2b  

（出所）筆者作成 

 

 

して2度目の繰り返しを実行する。 

( )
( ) ( )

)'(
')'()'(')'()'(

')'()'()'()()'(

4321

4321212111

432121211321
1

1

xxxx
xxxxbbbbbb

xxxxaaaaaxxx

bb

aa

ff

ff

⇒
⎯⎯ →⎯⇒⎯→⎯

⎯⎯ →⎯⇒⎯→⎯
−

−

 

これは、 )()()'( 1
2

3214321 xRxxxRxxxx == となるので、 )()( 1
1

1
2 xRxR ≠ であ

り、この関係は閉じた状態にはなっていない。 )'( 4321 xxxx に対して（1）式

を利用して3度目の繰り返しを実行する。 

( )
( ) ( )

)'(
')'()'(')'()'(

')'()'()'()()'(

4321

4321212111

43212122114321
1

1

xxxx
xxxxbbbbbb

xxxxaaaaaaxxxx

bb

aa

ff

ff

⇒
⎯⎯ →⎯⇒⎯→⎯

⎯⎯ →⎯⇒⎯→⎯
−

−

 

これは、 )()'()'( 1
3

43214321 xRxxxxRxxxx == であり、 )()( 1
2

1
3 xRxR = とな

る。すなわち、3回目は分類Xの )'( 4321 xxxx から始まってもう一度分類Xに戻

ったときには同一の結果を得る。これ以上繰り返しても同じ結果しか得られな

いので、この状態で収束したことになり繰り返しの計算を中止する。ここで得

られた )'( 4321 xxxx は閉じた関係にあるという。 

次に、 )'( 4321 xxxx を新たな分類Gへ変換する。すなわち、分類Xから分類

Gへの類別関数pを（3）式に従って、 

Gggxxxx p ∈⎯→⎯ 114321 ,)'(  

で定義する。これによってFCDの条件を満足するような分類Gと、類別関数p 

が得られる。この分類GがグループGである。これらの結果をまとめると表2
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表２ 分類Aと分類Bとこの両分類から得られたFCDである分類Gの関係 
 
 分類 G  ⎯⎯← p   分類 A ⎯⎯← af 分類 X ⎯→⎯ bf  分類 B 
    1a     1x    
  1g       2x     1b  
      3x    
    2a     4x     2b  

（出所）著者作成 

 

 

が得られる。この分類GがグループGである。これらの結果をまとめると表2

となる（注５）。 

 

 １.２ 「切断」によるサブグループのモデル化 

 

 1つのグループからいくつかの対応関係を取り除くとグループがさらに2つ

以上のグループに分かれるとき、この対応関係によってグループが「切断」さ

れたといい、そのときに取り除いた対応関係を「切断の要素」ということにす

る（注６）。また、このとき得られたグループをもとのグループに対するサブグ

ループという（注７）。 )(*)(**/ 1 mxRxRRX ∪∪= L に対応してグループを、 

mGGG ∪∪= L1 ,  )(, jiGG ji ≠φ=∩  

とする。グループのi番目であるGiの切断の要素の集まりをCiで表す。このグル

ープから切断の要素を取り除いた ii CG − に対してグループ化をおこないサブ

グループを作る。ni個のサブグループを ii njjSG L1)( = とするとグループGi

は、 
})()1({ iiiii CnSGSGG ∪∪= L ,  )(, jiSGSG ji ≠φ=∩  

と分割される。 

 サブグループがグループから切断の要素を取り除いた対応関係コード表に

対して再度グループ化をすることで得られるということは、切断の仕方によっ

てサブグループの内容や個数が決まるということである。このことは切断とい

うのは対応関係コード表のグループ化に対する1つのモデルであると考えるこ

とができる。切断をしない対応関係のモデルを対応関係の基本モデル、切断に
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よりサブループ化された対応関係を対応関係の切断モデルという。 

 

  １.３ 対応関係の連結モデル 

 

  対応関係の連結につては野田の「商品分類の改定にともなう対応関係の連

結」に説明がある。この要点は分類の規準となる分類Xが存在しており、3種

類の分類 1A , 2A , 3A があり、分類Xを規準として 1A と 2A 、同じく分類Xを規準

として 2A と 3A がそれぞれ対応関係にあるとき、この対応関係に共通して存在

する分類 2A を規準として 1A , 2A , 3A をグループ化という意味で連結できるこ

とである。 

まず最初、分類Xを規準として分類 1A と 2A の対応関係から得られたFCDを

1G として、（4）式からつぎのように表すことができる。 

 (5)                       ):,( 21 XAAFCD → 1G  

2番目の対応関係は分類Xを規準として分類 2A と 3A から得られたFCDであり、

これを 2G とすれば、 

 (6)                      ):,( 32 XAAFCD → 2G  

となる。分類 1A , 2A , 3A の対応関係は 1A と 2A の対応関係、 2A と 3A の対応関

係の両関係に存在する 2A を規準とした連結から得られる。すなわち 1G と 2G

を 2A により関連させて 1G と 2G の対応関係を作成し、この対応関係のFCDを

求めることで 2CG が得られる。 

分類 2A を規準とした 1G と 2G の対応関係はつぎのようにして求めることが

できる。（5）式において（2）式に相当する類別関数を )(*
1

xRG 、（3）式のp

を
1Gp とすれば、（5）式は、 

 (7)                  })(|{)(* 1111
GgxpXxxR GG ∈=∈=  

を意味する。A2を（6）式で分割すれば、 

 (8)               
})(|{

},)(|{)(*/

11
1

2

22

1

11

GgvfpAv

RxvxfAvxRA

bG

GbG

∈=∈=

∈=∈=
−  

となる。同じようにすれば（6）式から、 

 (9)              })(|{)(*/ 22
1

22 22
GgvfpAvxRA bGG ∈=∈= −  
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が得られる。したがって、分類 2A を規準とした 1G と 2G の対応関係は（8）式

と（9）式から、 2Av∈ に対して、 

 (10)                    )}(),({ 11
21

vfpvfp aGbG
−−  

として得られたものの中からで重複を取り除いたものとして表わすことがで

きる。 11 GCG = とすれば、この関係は、 

):,():,( 221221 AGCGFCDAGGFCD =  → 2CG  

となる。この過程において（10）式で示されているように 1G と 2G を 2A によ

り関連させて 1G と 2G の対応関係を作成することが重要である。 

  同じようにすれば4種類の分類 1A , 2A , 3A , 4A の対応関係の連結は 1A , 2A ,

3A の対応関係、 3A と 4A の対応関係のそれぞれを共通に存在する 3A を規準と

して連結することで得られる。すでに得られている 2CG に対して、 

):,( 43 XAAFCD  → 3G  

を得る。 2CG と 3G を 3A により関連させて 2CG と 3G の対応関係を作成する。

この対応関係のFCDは、 

):,( 332 AGCGFCD  → 3CG  

となり、 3CG が得られる。 

 

  １.４ 対応関係の一般化された連結モデル 

 

  この関係を拡張してグループの連結における一般形を漸化式として導くこ

とができる。分類 1A , 2A , 1, +nAL がn+1種類あり、同時に分類Xを規準として

nkAA kk L1),( 1 =+ となる対応関係があるとする。これらの対応関係の連結

を nCG とするとき、この関係を漸化式としてまとめたのがつぎの処理過程で

ある。 

［１］初期値を設定するために分類Xを規準として分類 1A と 2A に対してk=1と

おいて、 

):,( 21 XAAFCD → 1G  

として 1G を求め、 11 GCG = とする。 

［２］ nk L2= に対して、 1A , 2A , kA,L を連結した 1−kCG が得られていると

き、分類Xを規準として kA と 1+kA のFCDを求め、 
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 (11)                      ):,( 1 XAAFCD kk + → kG  

として kG を求める。（3）式に対応してグループ化に必要となる 1−kCG 、 kG と

規準となる kA が揃ったことになる。 

［３］連結の軸となる分類 kA にもとづいて 1−kCG と kG の対応関係を作成する。 

［４］分類Akを規準として 1−kCG と kG の対応関係によりFCDを求め、 

 (12)                    ):,( 1 kkk AGCGFCD − → kCG  

として kCG を求める。 

［５］k=nとなるまで［２］から［４］までの処理過程を繰り返す。 

［６］k=nとなったときに得られた nCG が求める 1A , 2A , 1, +nAL の連結された

分類である。 

  この処理過程においてステップ［3］における分類 kA にもとづいた 1−kCG と

kG の対応関係の作成は重要である。 kG については、（11）式から Xx∈ に対

して、 

k
p

G GgxR kG

k
∈⎯⎯ →⎯)(*  

であり、これを書き直せば、 })(|{)(* kGG GgxpXxxR
kk

∈=∈= である。この

式で kA を分割すれば、 

 (13)             })(|{)(*/ 1
kaGkGk GgvfpAvxRA

kk
∈=∈= −  

となる。 1−kCG については、（12）式から kAv∈ に対して、 

1
1

1
)(* −∈⎯⎯⎯ →⎯ −

− k
p

CG CGcgvR kCG

k
 

であり、この式は kA 自身であるので改めて kA の分割として、 
 (14)           })(|{)(*/ 111 −∈=∈=

−− kCGkCGk CGcgvpAvxRA
kk

 

と表わすことにする（13）式と（14）式から分類Akを規準とした 1−kCG と kG の

対応関係は kAv∈ に対して、 

 (15)                     )}(),({ 1
1

vfpvp aGCG kk

−
−

 

としてとして得られたものの中からで重複を取り除いたものとして表わすこ

とができる。 
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  ２．対応関係におけるグループ化の方法 
 

処理を簡単にするためにグループ化したい対応関係コード表に分類Aと分

類Bごとに分類コードの一連番号を付ける。次に分類A、分類Bの順にこの一連

番号を昇順に並べる。このようにして作られた対応関係コード表の例を表1に

示す。対応関係のグループ化は次のようなプロセスを通しておこなう。 

［１］分類Aで同一番号を持っている分類コードは同一グループのメンバーで

ある。同一グループに属している分類Bの番号のすべてをグループを識別する

共通の識別記号で置き換える。この共通識別記号はグループ内に存在する最初

の分類Bの一連番号で代替する。 

［２］分類Aに属するすべての分類コードについて［1］の処理を繰り返す。 

［３］グループごとに決められた識別記号を基準に並べ変え、識別記号に一連

番号を付ける。この識別番号、または、一連番号でまとめられたのがグループ

である。 

プロセス［1］は分類Aのa1から処理を始めるため、（1）式に相当するRを、 

 (16)                AaaffffaR abba ∈= −− )()(' 11  

とするとき、a1に対応するBの要素の個数がm1であれば、 

 (17)                     )()'( 1
1

1 1
affbb abm

−=L  

と表され、この式において ),,(
11 mbb L を ),,( 11 bb L に置換えることである。

プロセス［2］は（17）式をAに属するすべての要素 Niai L1, = に対して実施

するこであり、 )(* 1aRai ∈ を満たすAのすべて要素を ),,( 1 naa L とすれば、 

)'*()'()'( 1
1

1
1

11 aRffaaffbb abmab
−− == LL  

となっていることと等しい。AとBの対応関係がL個のグループに分かれるとき、

分類Aは、 Lk kkkaR L2,1),'*( = によりL個に分割される。 Lkk L2 はNを超え

ない自然数である。これが、 '*/ RA である。Bについても同じことであり、

Lkab kkkaRff L2
1 ,1),(* =− によりL個に分割され、 '*)/( 1RffB ab

− となる。この

プロセスを採用することにより（16）式の繰り返し演算をせずに直接グループ

化が可能となる。プロセス［3］は（3）式に対応するがpの類別関数をAからG
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への写像ではなく、BからGへのそれと変更している。グループは一連番号で

表すことにしているので類別関数pによって分割されたBに対して、 

)'1()'( 1 Lbb p
L LL ⎯→⎯  

とする。 

 

２.１ グループ化の事例 

 

 表3にある対応関係コード表を具体例として実際にこの処理をおこなってみ

る。規準となる分類Xは左側の一連番号である。XAは分類Aのコード、XA-Qは

分類Aのコードにおける昇順に並べられた一連番号、XBは分類Bのコード、XB-

Qは分類Bのコードにおける昇順に並べられた一連番号を示す。最初の対応関

係において分類AのXA-Qは連番1であり、これに分類BのXB-Qの連番2が対応し

ている。分類Aの2番目は同じく連番1であり、それに分類Bの3が対応している。

この2つの対応関係において分類Aが共通なので同一グループに属しており、 

 

 
表３ 分類Aと分類Bにおける対応関係コード表の例 
 
番号  分類A  分類B   分類A 分類B
       XA      XB      XA-Q  XB-Q

           分類Bの変更   
     1  2  3  4  5  6  7  8    9 

 1    51561   51562      1     2  
 2    51561   51563      1     3  
 3    51561   51564      1     4  
 4    51562   51561      2     1  
 5    51562   51565      2     5  
 6    51562   51566      2     6  
 7    51563   51563      3     3  
 8    51564   51562      4     2  
 9    51564   51564      4     4  
10    51565   51563      5     3  
11    51565   51564      5     4  
12    51566   51567      6     7  
13    51567   51568      7     8  
14    51568   51568      8     8  
15    51569   51562      9     2  

     2  2  2  2  2  2  2  2    2 
     3  2  2  2  2  2  2  2    2 
     4  4  4  2  2  2  2  2    2 
     1  1  1  1  1  1  1  1    1 
     5  5  5  5  5  1  1  1    1 
     6  6  6  6  6  6  6  1    1 
     3  2  2  2  2  2  2  2    2 
     2  2  2  2  2  2  2  2    2 
     4  4  4  2  2  2  2  2    2 
     3  2  2  2  2  2  2  2    2 
     4  4  4  2  2  2  2  2    2 
     7  7  7  7  7  7  7  7    3 
     8  8  8  8  8  8  8  8    4 
     8  8  8  8  8  8  8  8    4 
     2  2  2  2  2  2  2  2    2 

（出所）著者作成 
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分類Bとの関わりで同じグループのメンバーになるためには同一の識別記号

が必要になる。分類Aの連番1には既に分類Bの連番2が付けられているので連

番の2を識別記号とみなして分類Bの連番3のすべてを連番2に置き換えること

で分類Bに同一識別記号を与える。表の「分類Bの変更」の（1）にその結果が 

示されている。 

  分類AのXA-fの3番目は同じく連番1であり、それに分類Bの4が対応しており、

連番の4はこの同一グループのメンバーである。分類Aの連番1に属すグループ

には既に分類Bの連番2が付けられているので表の「分類Bの変更」の（2）の

ように分類Bの連番4のすべてを連番2に置き換え同一識別記号を与える。 

分類Aの4番目は連番2であり、それに分類Bの1が対応している。分類Aに関

してはその前の連番1とは異なったグループなのでそのままにしておく。分類

Aの5番目は同じく連番2であり、それに分類Bの5が対応している。分類Aの連

番2には既に分類Bの連番1が付けられているので分類Bの連番5のすべてを連

番1に置き換える。表1の分類Bの（3）にその結果が示されている。 

  この処理を最後まで続ける。表1の分類Bの変更の（4）に最終結果が示され

ている。この項目の分類Bが同じ連番を持っていればそれは同一グループのメ

ンバーになる。この例では結果として、連番の2を持つコードが9個でグループ

を構成し、連番の1を持つものが3個、連番の7が1個、連番の8が2個でそれぞれ

グループを構成し、4つのグループに分かれたことになる。最後に、この連番

の1、2、7、8を改めて一連番号の1、2、3、4に付け替える。新しい一連番号が

グループの一連番号に対応する。レコード番号で対応関係を表現すれば、4つ

のグループはG1={4,5,6}、G2={1,2,3,7,8,9,10,11,15}、G3={12}、G4={13,14}とな

る。また、この4つのグループにグループのタイプ分けをするとタイプ2、タイ

プ4、タイプ1、タイプ3にそれぞれ分類される。特にすべてが同じ番号の1にな

れば1つのグループしか存在しないことを表す。 

 

  ２.２プログラムClcVP6_P.pliおよびその使用法 

 

基本モデルとしての分類Aと分類Bの対応関係をグループ化するためのPL/I

によるプログラムがClcVP6_P.pliである。プログラムはINpD、@ClcVP6、Out

Dの3つのサブプログラムから構成されている。サブプログラムINpDにより対
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応関係のデータを配列aに読み込む。a(*,1)は分類A、a(*,2)は分類B、に対応す

る配列、nは対応関係の個数である。グループ化をするサブプログラムが@Cl

cVP6(a,n,s,b,q)である。配列q(*,3)にグループとしての一連番号、配列s(*)はグ

ループのタイプ、配列b(*,1)は分類Aの頻度、b(*,2)は分類Bの頻度である。q(*,

1)は全体における昇順に並べられた分類Aに対する分類コードの一連番号、q(*,

2)は全体における昇順に並べられた分類Bに対する分類コードの一連番号であ

る。OutDにより対応関係の情報を出力する。 

プログラムClcVP6_P.pliの入力データは分類Aの分類コードとしてXA（01-10）、

分類Bの分類コードとしてXB（10-20）が長さ10の文字列で与えられることにな

っている。各分類コードの後にくる（  ）の数字はカラムを表している。例え

ば、表4に示されているように入力データを与えたとする。空白であっても20

カラムまではデータを入力する必要があるので注意すること。すなわち、515

61.....51562....となるようにデータの長さとして20桁以上が必要であ

る。.....は5桁の空白を表す。.で表された空白は必要であるがデータの長さ 

 

 
表４ プログラムClcVP6_P.pliに対する入力データの例 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  XA       XB    
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
51561     51562      
51561     51563      
51561     51564      
51562     51561      
51562     51565      
51562     51566      
51563     51563      
51564     51562      
51564     51564      
51565     51563      
51565     51564      
51566     51567      
51567     51568      
51568     51568      
51569     51562      
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（出所）著者作成 
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表５ グループ化プログラムの出力データの例 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
  Gi  (j) t    XA       XB          XA-f  XB-f XA-Q XB-Q 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
   1   1 2  51562     51561         3    1    1    1 
   1   1 2  51562     51565         3    1    2    5 
   1   1 2  51562     51566         3    1    2    6 
   2   1 4b 51561     51562         2    2    1    2 
   2   1 4b 51561     51563         2    3    1    3 
   2   1 4b 51563     51563         1    3    3    3 
   2   1 4b 51564     51564         1    2    4    4 
   2   1 4b 51565     51563         2    3    5    3 
   2   1 4b 51565     51564         2    2    5    4 
   2   1 4b 51569     51562         1    2    9    2 
   3   1 1  51566     51567         1    1    6    7 
   4   1 3  51567     51568         1    2    7    8 
   4   1 3  51568     51568         1    2    8    8 
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（出所）著者作成 

 

 

は必ずしも固定長でなくともかまわない。 

  表4を入力としてClcVP6_P.exのプログラムを実行させると、その結果は表5

のように示される。ここで、対応関係の基本モデルで示された各項目の記号と

それが示す内容は次のように表される。 )( jGi ：グループおよびサブグループ

のを表し、iはグループの一連番号（01-04）、jはそのサブグループの一連番号

（05-08）である。基本モデルの対応関係ではサブグループは存在しないので、

グループ化されたjはすべて1となっている。Type：サブグループの対応関係の

タイプ（10-11）を表す（注８ ）。XA：分類Aの分類コード（13-22）、XB：分類B

の分類コード（23-32）を表す。XA-f：分類Aの分類コードの頻度（33-36）、X

B-f：分類Bの分類コードの頻度（37-41）を表す。XA-Q：分類A内で分類コード

を昇順に並べたときの一連番号（42-46）、XB-Q：分類B内で分類コードを昇順

に並べたときの一連番号（47-52）を表す。（  ）の中の数字はカラム数を示

す。 

プログラムを実行するためのスクリプトファイルはつぎのようにして与え

られる。 
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#*---------------------------------------------------------* 
#|                      ClcVP6_P                           | 
#*---------------------------------------------------------* 
#! /bin/ksh 
LANG=en_US 
 
echo "[           ClcVP6_P             ]" 
export DD_FI=clcvp6_p.inp 
export DD_FO=clcvp6_p.out,'append(n)' 
/u/noday/pli_link/clcvp6_p.x 

プログラムClcVP6_P.pliについてはプログラム編を参照すること。サブプログ

ラム@clcvp6.pliは本章の中で最も利用される頻度の多い外部サブプログラム

であるが詳細については省略する。 

 

  ３．切断にもとづくサブグループ化の方法 
 

  グループに含まれている対応関係の中から切断の要素となる対応関係を取

り除いて得られた対応関係は切断されたグループといわれ、切断されたグルー

プをグループ化することによりこのグループは複数のサブグループによって

分割される。切断モデルにはグループ内に切断の要素も含んでおり、その要素

はサブグループの特別な状態として解釈される。 

 

  ３.１ プログラムClcVP7_P.pli 

 

切断にもとづくサブプループ化のためのPL/IプログラムがClcVP7_P.pliであ

る。このプログラムはグループ化のためのプログラムClcVP6_P.plにより得ら

れた結果を入力データとして使用する。この入力データに対して切断の要素を

決めることにより対応関係をサブグループ化することが可能となる。プログラ

ムClcVP7_P.pliは基本的にはINpD、@clcvp7、OutDのサブプログラムから構成

される。サブプログラムINpDはその中にサブプログラムSLcFを含み、グルー

プごとにサブグループ化の処理をおこない、切断の要素を配列ad、サブグルー

プ化する対応関係のデータを配列aに読み込む。ad(*,1)およびa(*,1)は分類Aに

対応し、ad(*,2)およびa(*,2)は分類Bに対応する。nは対応関係の個数、ncは切

断の要素の個数である。切断の要素に従って対応関係をサブグループ化をする
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サブプログラムが@ClcVP7（n2,a,n,s,b,q,ad,nc,q2,cc）である。このサブプログ

ラムのパラメターのうちー入力情報はn2,a,n,adであり、残りは出力情報である。 

配列q(*,3)にサブグループとしての一連番号、s(*)はサブグループのタイプ、

b(*,1)は分類Aの頻度、b(*,2)は分類Bの頻度である。q(*,1)はグループ内におけ

る昇順に並べられた分類Aに対する分類コードの一連番号、q(*,2)はグループ内

における昇順に並べられた分類Bに対する分類コードの一連番号である。Q2(*,

1)は切断の要素である分類Aの分類コードが所属するサブグループの一連番号、

q(*,2)は切断の要素である分類Bの分類コードが所属するサブグループの一連

番号である。ccはグループ内の対応関係のタイプ別対応関係の数を表わし、配

列のcc(1)からcc(5)に対して順に1,2,3,4a,4bが対応する。 

最後に、対応関係の情報はOutDにより切断の要素とサブグループの対応関

係をそれぞれ分けて出力するが、それらを同一ファイルへ出力するため、sort

で並び替えることによりグループごとの並びに調整できる。 

 

  ３.２ プログラムClcVP7_P.pliの使用法 

 

プログラムClcVP7_P.pliの入力は、前述したようにプログラムClcVP6_P.pli

の出力データを利用する。切断の要素はこの出力データにおけるサブグループ

の項目、すなわち、グループGi(j)におけるjであり、サブグループの一連番号

を表わしている項目の1を0に置き換えることで設定する。例えば、表3におい

て上から5番目の対応関係を切断の要素にするには、 
2   0 4b 51561     51563         2    3    1    3 

と変更し、このデータを入力ファイルとして指定する。 

出力は表6に示されている。グループ2のサブコードが0,1,2と変わり、サブ 

グループ化されたことが確かめられる。また、出力のフォーマットは次のよう

に示される。i：グループ )( jGi におけるiでありグループの一連番号（01-04）、

j： )( jGi のjでありサブグループの一連番号（05-08）、Type：サブグループに

おける対応関係のタイプ（10-11）、XA：分類Aの分類コード（13-22）、XB：

分類Bの分類コード（23-32）、XA-f：分類Aの分類コードの頻度（33-36）、XB

-f：分類Bの分類コードの頻度（37-41）、XA-Q：分類Aの分類コードが属する

グループ内の昇順に並べた一連番号（42-46）、XB-Q：分類Bの分類コードが属

するグループ内の昇順に並べた一連番号（47-52）である。（  ）の中の数字 
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表６ サブグループ化プログラムの出力データの例 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
  Gi  (j) t    XA       XB          XA-f  XB-f XA-Q XB-Q 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
   1   1 2  51562     51561         3    1    1    1 
   1   1 2  51562     51565         3    1    1    2 
   1   1 2  51562     51566         3    1    1    3 
   2   0 0  51561     51563         0    0    1    2 
   2   1 3  51561     51562         1    2    1    1 
   2   1 3  51569     51562         1    2    5    1 
   2   2 4a 51563     51563         1    2    2    2 
   2   2 4a 51564     51564         1    2    3    3 
   2   2 4a 51565     51563         2    2    4    2 
   2   2 4a 51565     51564         2    2    4    3 
   3   1 1  51566     51567         1    1    1    1 
   4   1 3  51567     51568         1    2    1    1 
   4   1 3  51568     51568         1    2    2    1 
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（出所）著者作成 

 

 

はカラム数を示す。だたし、切断の要素に対しては、XA-Q：分類Aの分類コー

ドが属するサブグループの一連番号、XB-Q：分類Bの分類コードが属するサブ

グループの一連番号と解釈する。 

プログラムを実行するためのスクリプトファイルはつぎのようにして与え

られる。 
#*---------------------------------------------------------* 
#|                      ClcVP7_P                           | 
#*---------------------------------------------------------* 
#! /bin/ksh 
LANG=en_US 
 
echo "[           ClcVP7_P             ]" 
export DD_FI=clcvp6_p.out 
export DD_FO=clcvp7_p.out,'append(n)'  
export DD_FN=clcvp7_p.n,'append(n)' 
/u/noday/pli_link/clcvp7_p.x 

プログラムclcvp7_p.pliについてはプログラム編を参照すること。外部サブプロ

グラム@clcvp7.pliについては省略する。 
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  ４．対応関係を連結する方法 
 
対応関係の連結は要約すると、もう既に連結されている分類 1A , 2A , kA,L

とグループ化された kA , 1+kA を kA をもとに再度グループ化することであり、

前述したグループの連結の過程はつぎのようになる。 

（１）分類 1A , 2A , kA,L の連結されたグループ 1−kCG が与えられており、

):,( 1 XAAFCD kk + → kG が得られたとする。このとき、連結の規準となる分類

kA にもとづいて 1−kCG と kG の対応関係を作成する。 

（２） 1−kCG と kG の対応関係によりFCDを求め、 ):,( 1 kkk AGCGFCD − → kCG

として kCG を求める。 

 

  ４.１ プログラムClcVP9.pli 

 

  対応関係の連結に必要とされるプログラムがClcVP9.pliである。このプログ

ラムは連結されたグループ 1−kCG と連結の軸となる分類 kA を持つ新たな対応

関係のグループ kG を読み込み、 kCG を出力する機能を持つ。プログラムClc

VP9.pliは基本的にはデータ入力のためのサブプログラムINpCGとINpG、分類

kA を規準として 1−kCG と kG の対応関係を作成し、その対応関係をグループ化

するConGP、データを出力するOutDから構成されている。 
  ConGPではまず分類 kA を規準として 1−kCG と kG の対応関係を作成する。

kAv∈ とするとき、 1−kCG における 1−kCG とAkの関係は、（15）式から得られ、 

 (18)                    },{}),({ 11
vcgvvp kCGk −=

−
 

であり、この関係はINpCGにより（18）式の左辺がデータとして与えられる。

同じく、 kG における kG とAkの関係は、（15）式から得られ、 

 (19)                     },{)}(,{ 1
kaG gvvfpv

k
=−  

であり、この関係はINpGにより（19）式の左辺がデータとして与えられる。

また、（15）式に示されているように分類Akを規準とした 1−kCG と kG の対応

関係は kAv∈ に対して 

 (20)                     )}(),({ 1
1

vfpvp aGCG kk

−
−
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として得られたものの中からで重複を取り除いたものとして表わされる。しか

し、（20）式は与えられていないので（19）式と（18）式から作成する必要が

ある。vの個数がnであるとしてvを昇順に並べ )''( 1 nvv L として配列cに入れる。

（18）式の左辺のvがcの何番目にあるかを@BSchで捜しp番目であるとする。

配列a(p,1,3)へ（17）式の左辺のcgk-1を入れる。同じように（18）式の左辺のv

がcの何番目にあるかを@BSchで捜しp番目であるとする。配列a(p,2,3)へ（18）

式の左辺のgk-を入れる。このようにして作成されたa(*,*,3)が分類Akを規準とし

た 1−kCG と kG の対応関係であり、前者がa(*,1,3)、後者がa(*,2,3)に保存されて

いる。a(*,*,3)を@ClcVP6によりグループ化することで両者が連結される。 

  OutDでは表7で示されるように連結された対応関係に対して、kによりAkとA

k+1の対応関係を示し、その対応関係の中のグループおよびその対応関係を出力

する。詳細はClcVP9.pliの使用法を参照すること。 

 

  ４.２ プログラムClcVP9.pliの使用法 

 
  プログラムClcVP9.plの入力データは kG と 1−kCG の2つからなる。 kG は対応

関係の基本モデルのプログラムClcVP6_P.pliまたは切断モデルClcVP7_P.pliの

出力データを利用する。データフォーマットについてはプログラムClcVP6_P.

pliおよびClcVP7_P.pliの使用法において既に説明されているのでそこを参照す

ること。この両モデルのフォーマットはXa-QとXb-Qの項目において昇順に並べ

られた一連番号の付け方が異なるだけで形式的には同一である。また、フォー

マットは同一であるが kG を漸化式で表現するためデータフォーマットの項目

の名称をつぎのように変更する。分類Aの分類コードをXA → Ak 、分類Bの分

類コードをXB → Ak+1とそれぞれ変更する。同じようにして、分類コードの頻

度をXA-f → Ak-f 、XB-f → Ak+1-f、分類コードの一連番号についてはXA-Q →Ak

+1-Q、XA-Q → Ak+1-Qと変更する。 kG においてk=2のときの入力データフォー

マットの例が表7に示されている。 

  プログラムClcVP9.plの入力データのもう1つのデータである 1−kCG について

は次のように示される。分類 1A , 2A , kA,L の連結されたグループ 1−kCG は対

にされる 11),,( 1 −=+ kmAA mm L の対応関係のグループで表現される。すなわ

ち、煩雑さを避けるためにサブグループがなくすべてj=1であるとするとき、 
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表７ Gkにおいて k=2 のときのグループ化された対応関係  

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
   Gi  (j) t   kA         1+kA         kA -f 1+kA -f kA -Q 1+kA -Q 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
   1   1 1  0251      0251          1    1    1    1 
   2   1 1  0252      0252          1    1    2    2 
   3   1 1  04211     0421          1    1    3    3 
   4   1 1  04212     0422          1    1    4    4 
   5   1 4a 08111     08111         1    2    5    5 
   5   1 4a 08119     08111         3    2    6    5 
   5   1 4a 08119     08119         3    1    6    6 
   5   1 4a 08119     08199         3    2    6    8 
   5   1 4a 08199     08195         2    1    7    7 
   5   1 4a 08199     08199         2    2    7    8 
   6   1 1  09808     09892         1    1    8    9 
   7   1 4a 29194     29196         1    2    9   11 
   7   1 4a 29199     29194         3    1   10   10 
   7   1 4a 29199     29196         3    2   10   11 
   7   1 4a 29199     29199         3    1   10   12 
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（出所）筆者作成 

（注）この表の kA と表9の 1+kA が対応する 

 

 

1−kCG におけるグループ icg に対して対応関係 ),( 1+mm AA のグループを、 

),( hmG , mnhkm LL 1,1 ==  

とすれば、mに対して対応関係が表8のように与えられる。したがって、出力

のデータフォーマットは、i： )( jCGi のiであり連結されたグループの一連番号

（01-04）、j： )( jCGi のjであり連結されたサブグループの一連番号（05-08）、

C-Type：連結されたサブグループにおける対応関係のタイプ（10-11）、k:対
応関係が分類AkとAk+1にであることを示す（13-14）、h： ),( hkG (j)のhであり分

類AkとAk+1におけるグループの一連番号（16-19）、j： ),( hkG (j)のjでありAkと

Ak+1におけるサブグループの一連番号（21-23）、Type：AkとAk+1における対応

関係のタイプ（25-26）、Ak：分類Akの分類コード（28-37）、Ak+1：分類Ak+1の

分類コード（38-47）、Ak-f：分類Ak+1の分類コードの頻度（48-52）、Ak+1-f：分

類Ak+1の分類コードの頻度（53-57）である。 2CG の出力のデータフォーマッ

トが表10に示されている。表10において影の付いているところがk=1であり、k 
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表８ プログラムClcVP9.pliの出力データ kCG のパターン 

 

   連結された 

   グループ 

m 対応関係の 

グループ 

対応関係 

1 
： 
1 

G(1,1) 
： 
G(1,n1) 

),1( hG , 11 nh L= に属する 

   A1とA2の対応関係 

： 

： 

  

 

 

icg  

k 
： 
k 

G(k,1) 
： 
G(k,nk) 

),( hkG , knh L1= に属する 

   AkとAk+1の対応関係 

（出所）筆者作成 

 
 
表９ CGk-1においてk=2のときの連結された対応関係 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
  CGi  (j) ct  k   G(k,h) (j) t   kA         1+kA         kA -f 1+kA -f  
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      0251          3    1 
   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      0252          3    1 
   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      09808         3    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29159     29199         1    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29199     09808         2    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29199     29199         2    2 
   2   1 2  01    2   1 2  0421      04211         2    1 
   2   1 2  01    2   1 2  0421      04212         2    1 
   3   1 1  01    3   1 1  08111     08111         1    1 
   4   1 1  01    4   1 1  08119     08119         1    1 
   5   1 1  01    5   1 1  08199     08199         1    1 
   6   1 1  01    6   1 1  29194     29194         1    1 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

（出所）筆者作成 

 

 

わされる。影の付いていないところがk=2であり、kの項目は02で表示され、対

応関係は ),( 32 AA から得られるグループとして表わされる。 

  プログラムClcVP9.pliにおいて初期値として与えられる入力データは 1CG と

2G である。前者はk=1のみからなる対応関係であり、その例は表9で示される。 
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表10  CGk-1とGkから作成されたCGkの連結された対応関係（k=2） 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――- 
  CGi  (j) ct  k   G(k,h) (j) t   kA         1+kA         kA -f 1+kA -f  
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      0251          3    1 
   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      0252          3    1 
   1   1 4a 01    1   1 4a 0250      09808         3    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29159     29199         1    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29199     09808         2    2 
   1   1 4a 01    1   1 4a 29199     29199         2    2 
   1   1 4a 01    6   1 1  29194     29194         1    1 
   1   1 4a 02    1   1 1  0251      0251          1    1 
   1   1 4a 02    2   1 1  0252      0252          1    1 
   1   1 4a 02    6   1 1  09808     09892         1    1 
   1   1 4a 02    7   1 4a 29194     29196         1    2 
   1   1 4a 02    7   1 4a 29199     29194         3    1 
   1   1 4a 02    7   1 4a 29199     29196         3    2 
   1   1 4a 02    7   1 4a 29199     29199         3    1 
   2   1 2  01    2   1 2  0421      04211         2    1 
   2   1 2  01    2   1 2  0421      04212         2    1 
   2   1 2  02    3   1 1  04211     0421          1    1 
   2   1 2  02    4   1 1  04212     0422          1    1 
   3   1 3  01    3   1 1  08111     08111         1    1 
   3   1 3  01    4   1 1  08119     08119         1    1 
   3   1 3  01    5   1 1  08199     08199         1    1 
   3   1 3  02    5   1 4a 08111     08111         1    2 
   3   1 3  02    5   1 4a 08119     08111         3    2 
   3   1 3  02    5   1 4a 08119     08119         3    1 
   3   1 3  02    5   1 4a 08119     08199         3    2 
   3   1 3  02    5   1 4a 08199     08195         2    1 
   3   1 3  02    5   1 4a 08199     08199         2    2 
―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（出所）筆者作成 
 

 

後者はもう既に紹介した表7である。この2つの対応関係の連結はそれぞれの表

の中に影を付けた分類A2をもとにして実行される。 

 

  おわりに 
 

対応関係を連結する方法については繰返し説明しているように、もう既に連
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結されている分類 1A , 2A , kA,L とグループ化された kA , 1+kA を kA をもとに再度

グループ化することである。このプロセスは、（1）初期値としてk=1を与えて

):,( 1 XAAFCD kk + → kG を作成し、これをCGkとおく、（2）分類 1A , 2A , kA,L の

連結されたグループ 1−kCG が与えられているので、 

):,( 1 XAAFCD kk + → kG  

を求める、（3）連結の規準となる分類 kA にもとづいて 1−kCG と kG の対応関

係を作成する、（4） 1−kCG と kG の対応関係によりFCDを求め、 

):,( 1 kkk AGCGFCD − → kCG  

として kCG を求める、ことから構成される。このプロセスにおいて（1）と（2）

はプログラムClcVP6_P.pliで実行され、（3）と（4）はプログラムClcVP9.pli

で実行される。 

  対応関係を次々と連結していくと場合によってはグループが大きくなりす

ぎてそのグループの特性が見えなくなってくることがある。特性を維持させる

ためには kA , 1+kA をグループ化するさいに可能な限りグループの切断をおこな

いサブグループを作っておく方がいい。切断の要素にもとづいてサブグループ

化するのがプログラムClcVP7_P.pliである。 

  したがって、対応関係を連結するにあたっては機械的にプログラムを実行す

るのではなく、対応関係の特性をできるだけ生かすようなサブグループ化を通

して処理をしていく必要がある。 

 

 

――――――――――――――――――――――― 

（注１）佐藤による「要約データの基礎概念とデータベース内での推論－貿易統計デ

ータを例として－」によれば、分類XとYはデータベース内の分類階層内に定義されて

いるものとする。この時、XとYの違いを識別できるような分類Bを同じ分類階層内に見

い出すことができるものと仮定する。BからXへの類別関数をf、BからYへの類別関数を

gとする。このfとgより、R*が計算でき、これを元にFCDの条件を満足するような分類

Zと、XからZへの類別関数pを計算することができる。 

（注２）本章で使用している分類のX,A,B.Gは佐藤の分類のB,X,Y,Zにそれぞれ対応する。

また、本章で使用している類別関数のfa,fbは佐藤のf,gにそれぞれ対応する。pについては

同じように対応している。 

（注３） migpaR ii L1),()(* 1 == − を利用すればR*によって分割されたAはA/R*で表
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わされ、 },),()(*|{*/ 1 miGggpaRaRA iii L=∈== − から、 

}|)({

}|)({}),()}(*|)(*{*/
1

11

Gggp

GggpGggpaRaRRA iiiiii

∈=

∈=∈==
−

−−

 

が導かれる。 

（注４）本来ならば、faの逆写像は、 }),(|{)( 111
1 AaafxXxaf aiia ∈=∈=− と表され

るが、A,X,Bの1対1の対応関係を明示的に示すため対応する要素をベクトルで表示して

示すことにする。 

（注５）このプロセスはAとBの間が直接に関係する対応関係の存在を想定していない。

実際の場面ではある分類の対応関係は分類Xを経由せずに直接的なAとBとの間に対応

関係が存在している。そのため、上記のFCDはより簡単に示すことができる。すなわ

ち、 1−= ab ffh とすることにより、 BAh →: 、 GAp →: となる。このとき、

}|)({*/ 1 GggpRA ∈= − であるなら、 G は A と B の F C D である。ここで、

∞→⋅= − nasahhaR n )()()(* 1 と表わす。繰り返しが1回目の結果は次の通りである。 

)'( 2111
1

aaba hh ⎯⎯ →⎯⎯→⎯
−

 

分類Aのa１から始まってもう一度分類Aに戻ったときには異なった結果 )',( 21 aa を得る。

そこで、2度目の繰り返しを実行する。 

( ) ( ) )'(')'()(')'()'( 212112121121
1

aaaaabbbbbaa hh ⇒⎯⎯→⎯⇒⎯→⎯
−

 

)',( 21 aa から始まって )',( 21 aa で終わっているので、この状態で収束したことになるの

で、繰り返しの計算を中止する。ここで得られた )',( 21 aa を新たな分類Gとして、上記

と同じように分類Gへの類別関数pをで定義したFCDの条件を満足するような分類Gと、

類別関数pが得られる。対応関係のグループをまとめることが可能であるということは、

類別関数 1−⋅hh が収束するまで繰り返しの処理をしてグループ化できるということで

ある。 

（注６）実際の場面では分類の内容を個別に検討して比較的関係がなさそうだと判断

される対応関係を切断するという方法を採用している。この方法を採用するには対象

としている分類およびその対応関係についての専門的な知識が要求される。 
（注７）ここでいうサブグループとは厳密な意味におけるグループ内の分割ではなく

て互いに少数の共通の分類コードが含まれていても類似のものがまとまっているとい

う意味でのゆるやかな対応関係の集まりをさす。したがって、サブグループは一意的

には決まらない。 

（注８）グループ化された対応関係は次のような4つの対応関係のタイプに分けること

ができる。対応関係が分類Aから分類Bのへ向かう方向を持っているとする。対応関係

のタイプ1は分類Ａと分類Bの個別分類コードが1対1に対応する関係である。このタイ

プではグループに含まれる対応する分類コードの個数は1個である。タイプ2は分類Ａ
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と分類Ｂが1対多の対応関係である。グループに含まれる対応する分類コードの個数は

分類Ｂに含まれる分類コードの個数に等しい。タイプ3は分類Ａと分類Ｂが多対1の対

応関係であり、タイプ2とは逆にグループに含まれる分類コードの個数は分類Ａに含ま

れる分類コードの個数に等しい。タイプ4は分類Ａと分類Ｂが多対多の対応関係である。

このタイプのグループに含まれる分類コードの個数について特に決まったパターンは

ない。タイプ4はさらにタイプ4aと4bとに分かれる。前者は配分ウエイトが代数方程式

により一意的な解を持つタイプ、後者は一意的な解を持たないタイプである。 
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プログラム編 

 

［１］プログラムClcVP6_P.pli 
 
*process gonumber;  
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       ClcVP6_P                          | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 ClcVP6_P:  proc options(main); 
 dcl @TmCP entry         (char(15),fixed bin(31)) external, 
     m                   fixed bin(31) init(0); 
     call INpD_P; 
     call @TmCP('#inp',m); 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       main                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 begin; 
 dcl (@ClcVP6 entry      (*,fixed bin(31),*,*,*)) external, 
     a(m,2)              char(10), 
     s(m)                char(2), 
     (b(m,2),q(m,3),n)   fixed bin(31); 
     on attn stop; 
     call INpD; 
     call @ClcVP6(a,n,s,b,q); 
     call OutD; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       INpD                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 INpD:  proc; 
 dcl f                   file input stream; 
     on endfile(f); 
     open file(f) title('f'); 
     n=1; 
     get file(f) edit(a(n,1),a(n,2))(col(1),(2)a(10)); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       n=n+1; 
       get file(f) edit(a(n,1),a(n,2))(col(1),(2)a(10)); 
     end; 
     n=n-1; 
     close file(f); 
 end INpD; 
 /*--------------------------------------------------------** 
 |                       OutD                               | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
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 OutD:  proc; 
 dcl i                   fixed bin(31), 
     fo                  file output stream; 
     open file(fo) output title('fo'); 
     do i=1 to n; 
       put file(fo) edit(q(i,3),'   1 ',s(i),a(i,1),a(i,2), 
       b(i,1),b(i,2),q(i,1),q(i,2)) 
       (col(1),f(4),a(5),a(2),x(1),(2)a(10),(4)f(5)); 
     end; 
     close file(fo); 
 end OutD; 
 /*--------------------------------------------------------** 
 |                       end of maim                        | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
 end; 
 /*--------------------------------------------------------** 
 |                       INpD_P                             | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
 INpD_P:  proc; 
 dcl a                   char(1) based(p), 
     p                   pointer, 
     f                   file input record; 
     on endfile(f); 
     open file(f) title('fi'); 
     read file(f) set(p); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       m=m+1; 
       read file(f) set(p); 
     end; 
     close file(f); 
 end INpD_P; 
 end ClcVP6_P; 
 
 
［２］プログラムClcVP7_P.pli 
 
*process gonumber; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       ClcVP7_P                          | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 ClcVP7_P:  proc options(main); 
 dcl n2                 fixed bin(31) init(0); 
     call INpD_P; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       main                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
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 begin; 
 dcl (@ClcVP7 entry      (fixed bin(31),*,fixed bin(31),*,*, 
                         *,*,fixed bin(31),*,*), 
      @TmCP entry        (char(15),fixed bin(31)) 
     )                   external, 
     (a(n2,2),ad(n2,2))  char(10), 
     (b(n2,2),q(n2,3),q2(n2,2),cc(5),nc,n,m,k, 
      gp,gp2)            fixed bin(31), 
     s(n2)               char(2), 
     (fo,fn)             file; 
     on attn stop; 
     call SetINi; 
     call INpD; 
     call @TmCP('#inp',m); 
     call @TmCP('#out',k); 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       SetINi                            | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 SetINi:  proc; 
     k,m=0; 
 end SetINi; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       INpD                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 INpD:  proc; 
 dcl c                   char(1), 
     a2(2)               char(10), 
     f                   file stream; 
     open file(f) title('fi'); 
     on endfile(f); 
     get file(f) edit(gp,c,a2(1),a2(2)) 
     (col(1),f(4),x(4),a(1),x(4),(2)a(10)); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       call SetCC; 
       do while( (gp2=gp) & (^endfile(f)) ); 
         call SLcF(c,a2); 
         get file(f) edit(gp,c,a2(1),a2(2)) 
         (col(1),f(4),x(4),a(1),x(4),(2)a(10)); 
       end; 
       call OutD; 
     end; 
     close file(f);  
 end INpD; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       SetCC                             | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
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 SetCC:  proc; 
     gp2=gp; 
     n,nc=0; 
     a,ad=' '; 
 end SetCC; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       SLcF                              | 
 **------------------------------------------------------*/ 
 SLcF: proc(c,a2); 
 dcl a2(2)               char(10), 
     c                   char(1); 
     m=m+1; 
     if c^='0' then do; 
       n=n+1; 
       a(n,*)=a2; 
     end; 
     else do; 
       nc=nc+1; 
       ad(nc,*)=a2; 
     end; 
 end SLcF; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                       OutD                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 OutD:  proc; 
 dcl i                   fixed bin(31); 
     call @ClcVP7(n2,a,n,s,b,q,ad,nc,q2,cc); 
     do i=1 to nc; 
       put file(fo)  edit(gp2,'   0 0  ',ad(i,1),ad(i,2), 
       '    0    0',q2(i,1),q2(i,2)) 
       (col(1),f(4),a(8),(2)a(10),a(10),(2)f(5)); 
     end; 
     do i=1 to n; 
       put file(fo) edit(gp2,q(i,3),s(i),a(i,1),a(i,2), 
       b(i,1),b(i,2),q(i,1),q(i,2)) 
       (col(1),(2)f(4),x(1),a(2),x(1),(2)a(10),(4)f(5)); 
     end; 
     k=k+nc+n; 
     if sum(cc)>0 then do; 
       put file(fn) edit(gp2,(cc(i) do i=1 to 5)) 
       (col(1),f(4),x(5),(5)f(5)); 
     end; 
 end OutD; 
 /*--------------------------------------------------------** 
 |                       end of main                        | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
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 end; 
/*--------------------------------------------------------** 
 |                       INpD_P                             | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
 INpD_P:  proc; 
 dcl 1 rec               based(p), 
       2 a               char(1), 
     p                   pointer, 
     f                   file input record; 
     on endfile(f); 
     open file(f) title('f'); 
     read file(f) set(p); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       n2=n2+1; 
       read file(f) set(p); 
     end; 
     close file(f); 
 end INpD_P; 
 end ClcVP7_P; 
 

［３］プログラム ClcVP9.pli 

 

*process gonumber;  
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                     ClcVP9                              | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 ClcVP9:  proc options(main); 
 
 dcl @TmCP entry       (char(15),fixed bin(31)) external, 
     m                 fixed bin(31) init(0); 
     call MaxM(m); 
     call @TmCP('inp',m); 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                     main                                | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 begin; 
 dcl (@ClcVP6 entry    (*,fixed bin(31),*,*,*), 
      @BSch   entry    (char(*),*,fixed bin(31),fixed bin(31)), 
      @MkTbl  entry    (*,*,char(*),fixed bin(31)) 
     )                 external, 
     (a(m,2,3),c(m))   char(10), 
     d(m,3)            char(5), 
     s(m,3)            char(2), 
     (b(m,2,3),q(m,3,3),n(3), 
      c2(m))           fixed bin(31), 
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     fo                file output stream; 
     on attn stop; 
     call SetINi; 
     call INpD(1); 
     call @TmCP('inp1',n(1)); 
     call INpD(2); 
     call @TmCP('inp2',n(2)); 
     call ConGP; 
     call OutD; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                     INpD                                | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 SetINi:  proc; 
     n=0;  
     c=' '; 
     c2=0; 
     b=0; 
     q=0; 
 end SetINi; 
 /*-------------------------------------------------------** 
 |                     INpD                                | 
 **-------------------------------------------------------*/ 
 INpD:  proc(k); 
 dcl k                 fixed bin(31), 
     f_nm              char(2),  
     f                 file input stream; 
     call SPec(f_nm,k); 
     on endfile(f); 
     open file(f) title(f_nm); 
     n(k)=1; 
     get file(f) edit(q(n(k),3,k),d(n(k),k),s(n(k),k), 
     a(n(k),1,k),a(n(k),2,k),b(n(k),1,k),b(n(k),2,k)) 
     (col(1),f(4),a(5),a(2),x(1),(2)a(10),(2)f(5)); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       n(k)=n(k)+1; 
       get file(f) edit(q(n(k),3,k),d(n(k),k),s(n(k),k), 
       a(n(k),1,k),a(n(k),2,k),b(n(k),1,k),b(n(k),2,k)) 
       (col(1),f(4),a(5),a(2),x(1),(2)a(10),(2)f(5)); 
     end; 
     close file(f); 
     n(k)=n(k)-1; 
 end INpD; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     SPec                                 | 
 **--------------------------------------------------------*/            
 SPec:  proc(f_nm,k); 
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 dcl k                 fixed bin(31), 
     p                 pic'9', 
     f_nm              char(2); 
     p=k; 
     f_nm='f'||p; 
 end SPec; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     ConGP                                | 
 **--------------------------------------------------------*/            
 ConGP:  proc; 
 dcl (i,j,p)           fixed bin(31), 
     p2                pic'(3)-9'; 
     do i=1 to 2; 
       do j=1 to n(i); 
  call @MkTbl(c,c2,a(j,3-i,i),n(3)); 
       end; 
     end; 
     do i=1 to 2; 
       do j=1 to n(i); 
  call @BSch(a(j,3-i,i),c,n(3),p); 
  p2=q(j,3,i); 
  a(p,i,3)=p2; 
       end; 
     end; 
     call @ClcVP6(a(*,*,3),n(3),s(*,3),b(*,*,3),q(*,*,3)); 
 end ConGP; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     OutD                                 | 
 **--------------------------------------------------------*/            
 OutD:  proc; 
 dcl r(2)              char(2) init('12','23'), 
     (e(m),i,j,k)      fixed bin(31), 
     s2                char(2), 
     p2                pic'(3)-9'; 
     do i=1 to q(n(3),3,3); 
       do k=1 to 2; 
  call Ref_G(e,i,k,s2); 
  do j=1 to n(k); 
    if e(q(j,3,k))=1 then do; 
      put file(fo) edit(i,'   1 ',s2,r(k), 
      q(j,3,k),d(j,k),s(j,k),a(j,1,k),a(j,2,k), 
      b(j,1,k),b(j,2,k)) 
      (col(1),f(4),a(5),a(2),x(1),a(2), 
      f(4),a(5),a(2),x(1),(2)a(10),(2)f(5)); 
    end; 
         end; 
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       end; 
     end; 
 end OutD; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     Ref_G                                | 
 **--------------------------------------------------------*/            
 Ref_G:  proc(e,i,k,s2); 
 dcl (e(m),j,i,k)      fixed bin(31), 
     s2                char(2), 
     p2                pic'(3)-9'; 
     e=0; 
     do j=1 to n(3); 
       if q(j,3,3)=i then do; 
  p2=a(j,k,3); 
  e(p2)=1; 
  s2=s(j,3); 
       end; 
     end; 
 end Ref_G; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     end of maim                          |            
 **--------------------------------------------------------*/            
 end; 
 /*--------------------------------------------------------**            
 |                     MaxM                                 |            
 **--------------------------------------------------------*/            
 MaxM:  proc(m); 
 dcl (n(2),j,m)        fixed bin(31), 
     p                 pic'9', 
     f_nm(2)           char(2); 
     n=0; 
     do j=1 to 2; 
       p=j; 
       f_nm(j)='f'||p; 
       call INpD_P(f_nm(j),n(j)); 
     end; 
     m=max(n(1),n(2)); 
 end MaxM; 
 /*--------------------------------------------------------** 
 |                     INpD_P                               | 
 **--------------------------------------------------------*/ 
 INpD_P:  proc(f_nm,n); 
 dcl a                 char(1) based(p), 
     p                 pointer, 
     n                 fixed bin(31) init(0), 
     f_nm              char(2),  
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     f                 file input record; 
     on endfile(f); 
     open file(f) title(f_nm); 
     read file(f) set(p); 
     do while( ^endfile(f) ); 
       n=n+1; 
       read file(f) set(p); 
     end; 
     close file(f); 
 end INpD_P; 
 end ClcVP9; 
 


